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本研究では代表的なケイ酸集積植物であるイネのケイ酸の吸収に関わる輸送体 Lsi1 および、Lsi2 の詳細な輸送特性の解
析をアフリカツメガエル卵母細胞（oocyte）を用いて行った。また、イネ以外の植物のケイ酸吸収機構を明らかにすべく、
トウモロコシから新たに 3 つのケイ酸輸送体を単離し、その機能解析を行った。 
















ZmLsi6 は OsLsi1 の相同遺伝子であり、ZmLsi2 は OsLsi2 の相同遺伝子である。それぞれイネの相同遺伝子とアミノ酸レベ
ルで 83 %、87 %、89 %の相同性がある。これらはイネと同じく ZmLsi1 と ZmLsi6 はケイ酸の内向き輸送活性を、ZmLsi2
はケイ酸の外向き輸送活性を持っていたことから ZmLsi1 と ZmLsi6 はケイ酸の吸収や再分配に関与していると考えられ
る。ZmLsi2 に関しては共同研究者によってその組織局在が明らかにされ、根の内皮細胞に局在していたことから考えて、
OsLsi2 のようにカスパリー線を越える輸送を担っていると考えられた。それぞれの mRNA の発現について調べた結果
Zmlsi1 と ZmLsi2 は主に種子根で、ZmLsi6 は地上部と冠根で見られた。ZmLsi1 と ZmLsi6 に関しては 7 日間のケイ酸処理
による発現への影響は見られなかった。一方 ZmLsi2 は 0.5 mM のケイ酸溶液で処理を開始してから 3 日目以降にその発現




本研究ではイネのケイ酸輸送体 Lsi1 および Lsi2 の輸送特性についてアフリカツメガエル卵母細胞
（oocyte）を用いて解析を行った。また、イネ以外の植物のケイ酸吸収機構を明らかにすべく、トウモ
ロコシから新たに 3つのケイ酸輸送体を単離し、その機能解析を行った。 
Lsi1 はアクアポリン様タンパク質の NIP サブファミリーに属し、6つの膜貫通領域と 2つの NPA モチ









た外液の pH が低下すると外向きの輸送活性が増加したことから、Lsi2 はプロトンとの対向輸送によっ
てケイ酸を細胞外へと排出していることが示唆された。 
トウモロコシからイネのケイ酸輸送体の相同遺伝子三つをクローニングした。ZmLsi1 と ZmLsi6 はケ
イ酸の内向き輸送活性を、ZmLsi2 はケイ酸の外向き輸送活性を持っていた。Zmlsi1 と ZmLsi2 は主に種
子根で、ZmLsi6 は地上部と冠根で発現が見られた。ZmLsi1 と ZmLsi6 の発現はケイ酸の添加で影響され
なかったが、ZmLsi2 は低下した。トウモロコシのケイ酸吸収は主に ZmLsi2 によって律速されているこ
とが示唆された。 
これらの成果はすでに国際誌に３本の論文として公表されており、博士学位論文として十分に値する
と判定した。 
 
